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研究背景
目的

群衆行動

同一の出来事に感情的に反応した結果起こる動き[1]

群衆行動の具体的事例

飼育鶏密集事故

集団浅慮

飼育鶏密集事故

飼育鶏が局所的に密集し押しつぶされる（圧死） [2]

原因

不意な物音・光への反応

寒さを凌ぐ

密集事故事例

名古屋コーチン[3]

外部の刺激に特に敏感

地震による圧死[4]

山形県沖地震で採卵鶏10羽が圧死[5]

飼育鶏密集事故発生リスクの低減

密集事故の発生を抑える

提案手法

特殊な行動様式をもつ機械鶏を養鶏場に追加
特殊エージェント

機械鶏が密集事故発生にどのような影響を
与えるか検証

行動様式エージェントモデル

一般エージェント 特殊エージェント

視野半径 𝐴𝑛𝑜𝑟𝑚 𝐴𝑐ℎ𝑎𝑟

視野 𝑉𝑛𝑜𝑟𝑚 𝑉𝑐ℎ𝑎𝑟
視野増分 ∆𝑛𝑜𝑟𝑚 ∆𝑐ℎ𝑎𝑟

右図，下表の観測領域を持つ

観測領域

エージェントモデル
養鶏場には，飼育鶏と機械鶏が存在する

飼育鶏：一般エージェント

機械鶏：特殊エージェント

一般エージェント数：𝑁𝑛𝑜𝑟𝑚

特殊エージェント数：𝑁𝑐ℎ𝑎𝑟

boidモデルに従い行動

以下の手順で行動

接近(cohesion)

近傍のエージェント群の重心に近づく

速度マッチング(matching)

周囲のエージェントの方向と速度に合わせる

回避(avoidance)

距離が近いエージェントから離れる

boidモデル

視野半径 𝐴 + ∆，視野 𝑉
内のエージェント群の重心を求める

視野半径 𝐴 + ∆，視野 𝑉
内のエージェントの方向と速度の

平均値を計算

視野半径 𝐴，視野 𝑉/2
内のエージェントを回避するよう

方向を決定

進行先に一般エージェントがいたら
いずれか1体が圧死

一般

一般エージェントの圧死に
一切影響しない

特殊

シミュレーション条件

養鶏場は平坦な二次元平面

各パラメータは下表

項目 数値

養鶏場サイズ 50×50

エージェント数

𝑁𝑛𝑜𝑟𝑚 200

𝑁𝑐ℎ𝑎𝑟
0, 5, 10, 20, 40

視野半径
𝐴𝑛𝑜𝑟𝑚 1

𝐴𝑐ℎ𝑎𝑟 3

視野
𝑉𝑛𝑜𝑟𝑚 240

𝑉𝑐ℎ𝑎𝑟 360

視野増分 ∆𝑛𝑜𝑟𝑚，∆𝑐ℎ𝑎𝑟 2

シミュレーション結果

𝑁𝑐ℎ𝑎𝑟の値ごとの  𝑆の値を以下にまとめる
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まとめ

今後の課題

養鶏場の中に特殊な行動様式を持つ機
械鶏を入れた場合の，圧死発生への影響

を検証した

視野の広い機械鶏の追加は，圧死リスク
低減に有効である

特殊エージェントの行動様式を変更した
場合の圧死発生への影響検証

異なる行動様式を持つ特殊エージェント
を複数種類同時に追加したときの圧死
への影響検証

𝑁𝑐ℎ𝑎𝑟の増加に伴い，ステップ数が増加

密集事故リスクの低下
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𝑁𝑐ℎ𝑎𝑟の値を変化させ，それぞれ1000回ずつ
シミュレーション

初回圧死までの所要ステップ数の平均  𝑆

𝑵𝒄𝒉𝒂𝒓
 𝑺

0 472.68

5 522.43

10 567.22

20 578.16

40 611.73


